




<要約>都道府県立の独立型小児病院(13 病院)に対し,地域母子保健へのかかわりに関する

アンケート調査を行った。

 大部分の病院は乳幼児健診二次健診,退院患者の継続看護,保健婦等の研修など地域との

連携による活動を行っており,また,専門病院として先天性代謝異常等検査事業や神経芽細

胞腫検査事業の精検を行っているが,新しい母子保健体系の中での都道府県の役割を考え

ると小児病院の地域保健支援の一層の強化が必要と考えられ,周産期医療部門の整備,思春

期医療への取り組みも必要と考えられた。


